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9月末人口世帯数

人口14，348人

(8月中の異動=転入
39 転出 75 出生 1日

死亡 12 職経記載 3

職権消除口 =35人減〕

世帯数 3，823世帯

(9月中の異動
= 1世得減
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財政状況の公表

長浜町の財政事情の作成および公表に関する条例に

より昭和45年度9)~末日までの財政の公表をします。
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心置とと相談所

(第168号)
-~ lま

昭和44年度

心配ごと相談所利用数とその結果

出

カ三fな幸f.l• )玄
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。
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さ
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和
記
年

が
「
そ
の
場
で
問
題
解
決
」
、
大
一
か
ら
長
浜
消
防
館
を
相
談
所
に

い
に
そ
の
効
果
が
あ
が
っ
て
い
一
開
い
て
い
る
も
の
で
、
開
設
い

~:他山……慌削削叫川ιI問川川羽M川前制i
+相i日1;誠点付所トて i椛坑士J指~i与 If中lドl の L の
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局提畏

れ
て
夜
八
時
ま
で
に
な
る
と
か

速
達
郵
便
や
日
刊
新
聞
な
ど
の

郵
送
は
深
夜
も
早
朝
も
一
日
中

引
き
受
け
る
な
ど
、
業
務
取
扱

い
の
面
で
非
常
に
サ
ー
ビ
ス
ア

ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
記
念
切
手
や
年
賀

ハ
ガ
キ
の
割
当
て
も
多
く
な
り

ま
す
が
、
反
面
、
貯
金
や
保
険

の
割
当
て
も
ふ
え
て
き
ま
す
。

内
部
的
に
も
将
来
は
、
郵
便
課

と
か
庶
務
課
な
ど
の
課
制
が
し

か
れ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
電
信
電
話
事
業
は
切

り
離
さ
れ
て
電
々
公
社
に
移
さ

れ
ま
す
が
、
そ
の
際
、
す
べ
て

ダ
イ
ヤ
ル
式
の
自
動
電
話
と
な

普
通
郵
便
局
に
昇
格

町
発
震
に
そ
な
え

昭和45年10)320日

長
浜
郵
便
局
は
、
遠
く
明
治

七
年
に
郵
便
役
所
と
し
て
開
設

さ
れ
、
三
位
寸
局
、
特
定
局
を
経

て
今
日
に
至
り
ま
し
た
が
、
さ

る
九
月
一
日
か
ら
普
通
郵
便
局

に
昇
格
し
、
局
名
も
「
伊
予
長

浜
郵
便
局
』
と
改
称
し
ま
し
た

普
通
郵
便
局
と
い
ラ
の
は
大

体
、
市
な
ど
中
都
市
以
上
の
と

こ
ろ
へ
置
か
れ
ま
す
が
、
長
浜

町
の
場
合
は
、
将
来
実
現
す
る

で
あ
ろ
う
臨
海
工
業
地
帯
へ
の

発
展
に
備
え
て
普
通
局
に
昇
格

し
た
も
の
で
す
。

普
通
局
に
な
り
ま
す
と
、
た

と
え
ば
郵
便
窓
口
の
取
扱
時
聞

が
今
ま
で
よ
り
二
時
間
延
長
さ

つ
】

ら
い
間
も
な
く
十
年
に
な
り
ま

す。
秘
密
を
守
る
う
え
か
ら
、
相

談
の
内
容
を
詳
し
く
あ
げ
て
説

明
で
き
ま
せ
ん
が
、
上
の
グ
ラ

フ
で
昨
年
度
の
利
用
状
況
を
見

ま
す
と
、
利
用
数
は
あ
ま
り
か

ん
ば
し
く
な
い
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
利
用
さ
れ
た
方
の
約
七

割
の
方
が
、
こ
の
相
談
所
で
い

ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と
を
解
決
さ

れ
て
お
り
、
相
像
以
上
の
役
に

立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す。
心
配
ご
と
の
相
談
に
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
少
な
い

こ
と
は
本
来
な
ら
望
ま
し
い
こ

と
で
す
が
、
し
か
し
、
実
際
に

は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
で
心
配
ご

と
を
か
か
え
て
い
る
人
は
、
も

っ
と
も
っ
と
お
ら
れ
る
の
で
は

ー
と
係
で
は
言
っ
て
お
り
、
こ

ん
な
方
が
一
人
で
も
多
く
相
談

所
に
見
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。ひ
と
り
で
悩
ん
だ
り
、
苦
し

ん
だ
り
し
な
い
で
、
そ
の
た
め

に
関
か
れ
て
い
る
心
配
ご
と
相

談
所
に
行
っ
て
見
て
下
さ
い
。

た
と
え
解
決
で
き
な
い
と
し
て

も
、
ぎ
っ
と
何
か
は
得
ら
れ
る

は
ず
で
す
。

秘
密
は
も
ち
ろ
ん
固
く
守
ら

れ
他
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
な
こ

と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
安

心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

久
住
川
刊
一
辺
一

ノ

k
1
い
い
日
夜

5 にひ一つ]

6 

2 

♂〕

他

6 

11¥ 

10 

5:1 
「υ 
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相
談
の
内
山
氏
川

写
真
は
心
配
ご
と
相
談
風
景

(
消
防
館
で
)

長
浜

y 巡部警
察

査長官
派

井二古出
上宮川所

現
雅敏利任
夫紀光者

長
一
浜
警
察
官
派
出
所
は
、
前

任
の
幸
坂
(
巡
査
部
長
)
さ
ん

と
福
山
(
巡
査
)
さ
ん
が
八
月

三
十
一
日
付
で
転
勤
と
な
り
ま

対
象
者
を
拡
大

支
給
額
も
ア
ッ
プ

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
が
改
正

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
一
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法

護
法
が
十
月
一
日
か
ら
改
正
さ
一
関
係
で
は

れ
、
年
金
な
ど
の
支
給
範
囲
や
一
八
円
戦
傷
病
者
の
対
象
者
の
範
囲

支
給
額
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
一
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
Q

改
正
さ
れ
た
お
も
な
こ
と
は
一
白
療
養
手
当
が
増
額
さ
れ
ま
し

次
の
よ
う
な
こ
と
で
す
が
、
く
一
た
。

わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
役
場
一
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す

住
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
一
る
特
別
給
付
金
支
給
法

さ

い

。

一

関

係

で

は

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
一
付
戦
没
者
な
ど
の
妻
に
た
い
す

等
援
護
法
関
係
で
は
一
る
特
別
給
付
金
の
支
給
対
象

付
障
害
年
金
、
障
害
一
時
金
の
一
者
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し

支
給
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
一
た
。

た

。

一

戦

傷

病

者

等

の

妻

に

対

同
遺
族
年
金
の
額
が
増
額
さ
れ
一
す
る
特
別
給
付
金
支
給

ま

し

た

。

一

関

係

で

は

未
帰
還
者
留
守
家
族
等
一
付
戦
傷
病
者
の
妻
に
た
い
す
る

援
護
法
関
係
で
は
一
特
別
給
付
金
の
支
給
対
象
者

村
留
守
家
族
手
当
が
増
額
さ
れ
一
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

ま

し

た

。

一

戦

没

者

の

父

母

等

に

対

困

幅

一

『
尉
闘

E

c型
育事

教

材

に

も

活
用
し
よ
う

す
る
特
別
給
付
金
支
給

法
関
係
で
は

付
戦
没
者
の
父
母
等
に
た
い
す

る
特
別
給
付
金
の
支
給
対
象

者
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た。〔
新
採
用
〕

営
事
業
課
)

〔
退
職
〕
坂
井
尚
子
(
豊
茂

保
育
所
・
九
月
十
二
日
に
)

〔
課
異
動
〕
小
西
照
子
(
沖

浦
保
育
所
か
ら
豊
茂
保
育
所
へ

・
九
月
十
五
日
か
ら
)
、
西
本

幸
雄
(
公
営
事
業
課
か
ら
総
務

課
へ
・
十
月
一
日
か
ら
)

坂
東
敏
幸
(
公

什
月
1
日

n口
口
凶

作
山
日
2
日
m
臼

米
川
医
院

岡
田
医
院

菊
地
医
院

門
屋
医
院

辻
医
院

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

寄

付

件

物

寄

付

者

氏

名

現
金
一
万
円

白
上
滝
田

長
浜
町
保
育
所
母
の
会

代
表
次
家
照
子
さ
ん

正
さ
ん

白

滝

上

田

功

三

さ

ん

白
滝
保
育
所
後
援
会
長

桜

田

千

代

子

さ

ん

長
浜
二
十
四
区

コ

一

井

喜

上
老
松
民

野

扇
風
機
(
ナ

ν
ヨ
ナ
ル
)
電
子

ス
ト
ッ
プ
扇

F
1三
O
M
A

時
価
一
万
九
千
八
百
円

ガ
ス
ボ
ン
ベ
入
れ

時
価
九
千
八
百
円

現
金
二
万
円

現
金
三
万
円

考

陸運業

備

切。取ってと利用ください

有綿放送電話番号簿加除訂正義

美
さ
ん

ヨ
vv
コ
さ
ん

部落名

水場
仁久
須崎町
駅前通
沖浦
郷
惣瀬
郷
前奥
下平
須沢
加屋
柴

番号

571 
976 
732 
764 
897 
166 
292 
19 
278 
263 
368 
188 
532 

氏名

石田辰見
笹田 智
長浜高校長浜職員住宅

長浜陸運
水木 己来生
岩田重子
奥野 弘
長浜高校大和職員住宅

成田 忠
山本五聞
西浦金一
佐野喜通
矢野 満三秋

日

犬
害
防
止
対
策
活
動
費
と
し
て

長
浜
保
育
所
用
と
し
て

白
滝
保
育
所
用
と
し
て 的

入

り

/

も

激

し

い

所

で

あ

る

こ

H

ら一

(

赤

)

交

通

教

材

性

も

ま

て

、

T
一

川

の

交

通

安

全

協

会

の

か

た

が

た

一

(

黄

)

が

同

本

部

や

県

答

本

部

に

設

置

一

/
H
U
X

を
要
望
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
一

¥

)

/

で

実

際

の

利

用

の

ほ

か

交

通

教

一

(

審

問

)

材

と

し

て

の

利

用

に

効

果

が

期

一

/
L

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
浜
・
紺
夜
町
、
一
色
商
庖
一
で
は
な
く
、
通
る
と
ぎ
に
押
ボ
一
と
く
に
お
と
し
よ
り
や
小
さ

の
そ
ば
の
交
差
点
の
所
に
、
と
一
タ
シ
を
押
す
こ
と
に
よ
っ
て
赤
一
い
子
ど
も
さ
ん
の
い
ら
っ
し
ゃ

の
ほ
ど
赤
、
育
、
黄
色
が
点
灯
一
育
、
黄
色
の
点
灯
動
作
を
す
る
一
る
家
で
は
利
用
の
し
か
た
、
信
一

す
る
交
通
信
号
機
が
設
置
さ
れ
一
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
号
の
見
方
な
ど
実
習
に
役
立
て
一

ま

し

た

。

一

こ

こ

は

園

児

、

小

、

中

、

高

の

一

て

く

だ

さ

い

。

一

と
の
信
号
機
は
松
山
市
な
ど
一
あ
ら
ゆ
る
生
徒
の
通
学
路
指
ー
定
一
設
置
費
六
十
五
万
四
千
円
。
一

に
あ
る
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
一
の
場
所
で
あ
り
、
人
、
車
と
も
一
ぜ
ん
ぶ
国
か
ら
の
補
助
金
で
一

交
通
量
な
ど
の
関
係
で
全
自
動
一
に
町
内
で
は
交
通
量
が
も
っ
と
一
す
。

ん

一
コ
L
V

:

…

 

γ
占

d

一

L
V
叩
戸
」
一

じ
f
一

お
代
一

や
げ
一

ん
あ
一

さ
て
一

A
も
〉
え
一

ど
教
一

子
を
一

い
た
一

さ
か
一

小
し
一の
機
用
号
利
一

信
に
一

の
ん
一

え
や
一

み
ち
一

め
あ
一

お
ば
一

初
ぉ
一

社
会
福
祉
費
と
し
て

社
会
福
祉
費
と
し
て

仁久から
移転

旧たえっ
ぼ工場

理容所

?月から
?月から

築地
駅前通

518 
763 

伊予物産 KK
山本春男

新規加入

ベージ

7 
10 
11 
14 
18 
19 
22 
22 
25 
36 
50 
56 

移転
46 
11 

名儀変更
2 

休止
5 
19 
26 

脱退

16 

真砂町
加屋

j甫

町

前

手
郷
駒

駅

j

ー

;
r
j
i
j
f
j
j
j
j
j
J

り
、
積
尚
し
て
い
る
電
話
の
申
し
た
が
、
そ
の
後
任
に
九
月
一

込
み
も
解
消
し
ま
す
。
日
か
ら
古
川
利
光
(
巡
査
部
長
)

す
べ
て
は
躍
進
す
る
長
浜
町
さ
ん
と
井
上
雅
夫
(
巡
査
)
志

の
近
代
化
に
対
応
し
て
い
く
郵
ん
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

政
省
、
電
々
公
社
の
姿
勢
で
す
当
派
出
所
の
直
接
の
責
任
者

町
の
た
め
の
普
通
局
で
あ
り
と
な
ら
れ
た
古
川
部
長
さ
ん
と

町
民
の
た
め
の
郵
便
局
で
す
か
は
、
こ
と
し
本
紙
七
月
号
で
、

ら
、
大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
水
に
溺
れ
て
仮
死
状
態
の
こ
ど

J

I

J

も
を
、
延
々
一
時
間
に
も
お
よ

後

任

に

古

H
さ
ん

一E

!

'

/

ぶ
人
口
呼
吸
で
、
つ
い
に
生
ぎ

長
浜
警
察
官
派
出
所
返
ら
せ
た
そ
の
実
例
を
あ
げ
、

本
町
の
こ
と
し
の
夏
の
事
故
防

L
E

止
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

船
あ
の
お
ま
わ
り
さ
ん
で
す
。

査
す
で
に
町
内
の
交
通
指
導
や

日
巡
回
な
ど
に
日
夜
活
躍
し
て
お

酎
ら
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

4
t
O
J
 

7
/

。J
7
'
A
A寸

432 

407 
235 
171 

高
金

賢一
定夫
キミ子

田木工所

田
士山
田

重
良

岡
山

西
石

梶
菊
上

稲

日
用
保
健
一
事
業
計
間
一
一
課

一

と

一

受

付

時

間

一

と

こ

ろ

一

川

ド

2

一

行

川

町

引

い

川

剖

|

「

|
J
司
副
川
l

町
川
開
-
t
同「

一l
!
|
|凶
[
「
仰
い
同
川
川
い

O

長

浜

町

体

育

館

「
ー
ー
回
ー
ー
「
円
切

1

刊
剥
|
|
J
l
d
l
R
岡
出
l
踊
判
倒
|

「
ー
ー

-h円
-
mい
0
1旬
-
O

一

公

民

館

櫛

生

|

到

出

「

-

L
Eほ

ι惇ぽ一

。満
6
才
以
上
の
方
(
小
、
中
学
生
は
除
く
)

G
4年
5
、
6
月
頃
に
実
施
し
た
第
1
回
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受
け
て
お
ら

れ
な
い
方

一
⑤
、
必
ず
「
レ
ジ
ト
ゲ
シ
検
診
通
知
書
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

一

と

き

一

受

付

時

間

一

回

数

一

と

叶

「

|
J
O
l
-
-

下
ト
ド

L
h山
副
雪
凶
割
当
周
囲
[

生
後
二
ヶ
月
か
ら
誕
生
ま
で
の
方
、
母
子
手
帳
、
必
ず
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
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